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　2018 年は朝河貫一博士没後 70 年ということで、朝河の郷里の福島では数多くの記念行事が開
催された。まず、福島県立図書館では 2018 年 6 月から 9 月まで特別展示「海を渡ったサムライ
～朝河貫一没後 70 年記念展～」が開催された。この特別展示は、筆者が全面的に監修を担当し
たが、そこでは福島県立図書館所蔵の「朝河貫一資料」に所収された書簡などを中心に朝河の生
涯を辿る展示が行われた。また同図書館では、没後 70 年記念事業の一環として書簡 2500 通余り
を含む「朝河貫一資料」の目録の改訂版作成を行ったが、これも筆者が協力することにより新し
い目録『朝河貫一資料目録 改訂版』（福島県立図書館・甚野尚志編）が 2019 年 1 月に刊行された。1 
　さらに、没後 70 年を記念したシンポジウムが 7 月 23 日には郡山市の市民文化センターで「シ
ンポジウム IN 郡山・朝河貫一博士からのメッセージ」（朝河貫一博士顕彰協会主催 ) として、博
士命日の 8 月 11 日には福島市の県文化センターで「朝河貫一博士没後 70 年記念シンポジウム」（福
島県教育委員会主催 ) として開催され、また 10 月 13 日には朝河貫一が育った土地である福島市
立子山（朝河が住んでいた頃は伊達郡立子山村）の天正寺で「朝河貫一博士没後 70 年記念講演
会 in 立子山」（同開催実行委員会主催 ) として開催された。それぞれのシンポジウムで筆者も登






































2   鈴木喜助の原稿は著作としては未完成である。以下の注では、参照した当該箇所の原稿に付けられた頁を示



























する必要があろう。朝河正澄は 1844 年 ( 弘化元年 )9 月 12 日、二本松城の北の鉄砲谷の邸宅で
宗形家の息子として生まれた。幼名を小彌太、後に宗形幸八郎昌武と称した。10 歳頃から同藩
の小野派一刀流師範の日夏孫兵衛につき剣術を学び、また二本松の修学館で漢学と武技の修練を
行った。1857 年 ( 安政４年 ) に父とともに藩の江戸屋敷に行き、江戸では儒者山田次郎八につい
て漢学を学び、その後、1861 年 ( 文久元年 ) 正月から二本松藩砲術師範の朝河照清に師事し砲術
を学んだ。6 
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戊辰戦争が起こると、朝河家の当主の照清も防衛隊の一員として出陣し、1868 年 ( 慶応４年 )7














採用され、1874 年 ( 明治 7 年 )7 月、伊達郡立子山小学校に赴任した。7 
 
　鈴木喜助『朝河貫一』に書かれた「朝河家の系図」(13-14 頁 )




















　このようにして正澄は立子山に赴任することになる。正澄が赴任した 1874 年 ( 明治 7 年 ) 頃、
鉄道はもちろんなく、道路も車馬が通れるほどには整備されてはいなかった。一家は当座入用な
家財道具を携え、夜具は人夫に背負わせ二本松から渋川、下川崎に出て飯野舟場で阿武隈川を渡
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三、立子山での生活
　立子山小学校の沿革誌には「明治 7 年 8 月 7 日、三等授業生・朝河正澄着任す、月給 4 円」と





いてくれた。結局、正澄は明治 36 年 (1903 年 )10 月 29 日まで 30 年間、村の教育の中心となり、
栄達を願わず平凡にしてしかも非凡な年月を村で過ごした。村を改良したのも正澄であり、立子















澄は円海和尚と二人で授業を受け持った。翌年の明治 8 年には在籍生徒数が 187 人に増え、成績














一年後、明治８年 (1875 年 )12 月には男 95 人、女 39 人、計 134 人となり、明治 10 年 (1877 年 )12
月には男 125 人、女 67 人、計 192 人となり、明治 13 年 (1880 年 ) には男 128 人、女 99 人、計





上に進んでいた。５歳３か月でまだ学齢には達しなかったが、明治 12 年 (1879 年 )4 月立子山小
学校に入学する。明治 15 年 (1882 年 ) 普通小学校を卒業し、明治 18 年 (1885 年 ) 中等小学校を
卒業し、明治 20 年 (1887 年 )、川俣の高等小学校を卒業した。8,9 歳のときに 13,14 歳の児童を
凌駕し、貫一はいつの試験でも一番であり、進級の式には生徒総代で優秀賞をもらった。川俣や
飯野で行われる比較試験には、貫一が立子山校を代表して出ていつも最優秀であったので「二代
目朝河天神」と呼ばれた（父・正澄が「朝河天神」と呼ばれていた）。明治 18 年 4 月の小学校の
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内に移転して授業を継続し、翌年の明治 20 年 (1887 年 )2 月には福島医学校跡に移転した。貫一
は高等小学校の卒業後、明治 20 年４月に入学し、この仮校舎まで毎日午前 5 時半に家を出て 10
キロ余りの山坂道を通学した。
　一方、移転先の桑野村には明治 22 年 (1889 年 )3 月に木造二階建ての洋式校舎が落成し、3 月





（1901 年）4 月より福島県立安積中学校と改称し、昭和 23 年 (1948 年 )4 月より福島県立安積高


















諾を得て東京までの旅費として 10 円だけをもらい、1892 年 ( 明治 25 年 )9 月、東京専門学校文
学科に入学する。東京専門学校は 1882 年（明治 15 年）に大隈重信が開設したが、1889 年（明
治 22 年）に文学科が創設され、貫一は新設の文学科に入学する。同級生に綱島梁川、五十嵐力
などの秀才がそろっていた。貫一はアルバイトに多くの時間を割きながら寸暇を惜しんで勉強し、






　正澄は 1874 年 ( 明治 7 年 )、立子山小学校長になり、天正寺住職の円海とともに教育指導にあ
たったが、小学校での教育のみならず青年指導の夜学会を開き、児童生徒のみならず一般村民の
教導薫化を行った。当時、県議会議長であった朝倉鉄蔵は父・鉄次郎とともに朝河校長の後援者
であったが、1900 年 ( 明治 33 年 )4 月 27 日、立子山村長に就任し、直ちに村の大改良に着手す
16  114-121 頁.
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は 1903 年 ( 明治 36 年 )2 月、衆議院議員に立候補して当選し、村長を辞し、その事業は後を継











イェール大学スターリング記念図書館の「朝河貫一文書 (Asakawa Papers)」のなかにある）。20  
　「報恩の辞」( 冒頭の部分 . 正澄に対する謝辞 . イェール大学スターリング記念図書館蔵 )
19  180, 277 頁.








































　貫一は、『朝河貫一書簡集』に所収されている二通の書簡 [11.「某日本婦人宛 ( 案 )」1895（明
治 28）年 9 月 4 日、12.「田辺良平宛 ( 案 )」1895 年 9 月 9 日 ] からわかるように、東京専門学校
を明治 28 年に卒業する頃、長く文通していた女性とプラトニックな恋愛関係にあったが、渡米
を前にして最終的にその関係を終わらせている。22 この相手は、『朝河貫一書簡集』に所収され
ている「高橋春吉宛（写）」[1894 年 10 月 25 日 ] の書簡で、朝河が文通している女性として言及
される長井ふくである。23 またこの書簡の注によると、この「高橋春吉宛（写）」書簡の文章の







への恋愛感情を吐露した手記の断片で、8 月 9 日と 17 日の日付のものがある（またその内容を
要約した一頁の英文もある）。手記によれば、朝河は帰省の途中で二本松の安藤ふくの家に二泊
するが、実際に彼女と直接会ったのは一年前に一回のみで、これが二度目であった。貫一がふく
21  197-201 頁.
22『朝河貫一書簡集』早稲田大学出版部、1990 年、107-115 頁.
23『同上』、100-101 頁.
24  山内晴子『朝河貫一論』、102-104 頁. 山岡道男ほか編『朝河貫一資料 早稲田大学・福島県立図書館・イェー
ル大学他所蔵』早稲田大学アジア太平洋センター、研究資料シリーズNo.5、2015 年、367 頁.
14
と最初に会ったのは 1894 年 ( 明治 27 年 ) の夏ごろ、貫一が福島から上京する途中で彼女のいる


















だが渡米を前にした朝河は、彼女に対し訣別の書簡を 9 月 4 日付で出した。それが『朝河貫一書簡集』
にある「某日本婦人宛（案）」書簡である。今回、この 9 月 4 日付の書簡の原本も高橋家で発見する
ことができた。おそらくこの書簡は、後年、安藤ふくが高橋春吉に寄贈したものではないかと思われる。








































































[ 付録 ] 
朝河貫一の恋愛の手記 .　原本は福島市立子山の高橋秀雄氏蔵 . 
明治 28 年 8 月 9 日の手記の最初の部分
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ヽ一、良人と余    ○九、男性と女性
△二、恋愛と義理   ヽ十、遠と近








    ○ハ恋愛の通状　△は多くある性状
    ヽは今特殊の状
       
　
次に相見ん時余は二つの方針を取らん、余は之を天の御旨と信ず、此他に取るべき道あらず、是






































8 8 8 8
の活如たる縮画
8 8 8 8 8 8 8
也
　七、恋愛と義理
世の中の義理と、恋との対向なり、此矛盾に倒れしもの幾何ぞや。義と恋とを結ぶもの即ち真生
命ならざるべからず、この中ニ入りて義も恋も活くる也
23
　八、真生命と社会の制度
こは論の矛盾の一半也、（七）を開きて（二）及び（八）となす。
　九、本憂と境遇の憂
恋愛は直ちニ境遇にかゝはる憂苦を来たす。而して凡ての人生の憂苦は、彼れ未だ道を得ざれば
也、道を得ざる憂即ち本憂をば速かニ自識して、この本憂を体して道を求めざるべからず。境遇
の憂などは天が我等をして奮然本憂に上らしめんとて、さしまねぐ也、しかも恋愛より来る境遇
の憂は往々恋人をして堪えがたからしめ本憂の中ニ之をとかしがたからしむ
　十、概念と実地
　十一、良人と恋人
恋人ありても良人を愛することを得べきや、こは偽善ならざるか。否、婦人は能ふなりと
ユーゴーは教ふ。同時に二人を恋することは出来ざるも、一人を恋へて、他を只愛する〈７〉こ
とは夫人は能ふべし。然れども肉交の時など、罪を犯したる如く毎度考ふべし。而も強き婦人は
之に堪ふるを得べし。
然れども其の苦しみ如何なるべき、実ニ同情ニ堪えがたきものあり
　十二、遠と近
既に恋愛ならば遠方ニありても毫も哀しむげき理なきニあらずや、相共ニ居らんことを切望する
ニあらずや、恋人相離れ居りて無限のスヰートネスとビッターネスとを共ニ感する所以のもの思
ふに偶然ならず
同居は霊の交通に便なるによりて然るか、而も人事は、左様に都合よくニあらず、悟りて後ハ如
何なるべき〈８〉
